
　　みなさんの記憶に残っていますか？2022年サッカーワールドカップカタール大会で、日本代表

　　が使用したロッカールームや応援席が、整理整頓清掃され美しかったということで、選手だけで

　　なく、スタッフ、サポーターが日本人として世界中の人からの称賛を受けましたね。そして、昨年末

　　アカデミー賞「短編ドキュメンタリー映画賞」ショートリスト入りした「小学校～それは小さな社会」

　　が話題となりました。この映画は、小学校に入学して、給食や掃除当番などをとおして学校の

　　過ごし方、集団生活を身につけていく様子や、１年生の手助けをする上級生たちの成長も映し

　　出されているようです。この習慣は、小学校時代に培われた良い習慣だと思いませんか？
（ＦＩＦＡ公式Ｔｗｉｔｔｅｒより）

※ 基本となるのが、整理整頓清掃の３Ｓ。維持することで、生活する
場の清潔を保ち、習慣（躾）が身についていきます。

　　製造業中心にさまざまな企業で取り入れられています。学校生活でもその概念はあるのだと思います。放課後の

　　清掃、クラスでのルール（周囲の整理整頓清掃、清潔を保ち、習慣化する）などです。やらされるのではなく、

　　自主的に自分の学校生活を快適に過ごすために、自分に与えられた役割を率先して行っていきましょう。

保健だより
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【 ５ Ｓ 活 動 】

世界を魅了した日本の美 それは小学校時代に培われていた⁉

５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）
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2025年新しい年のスタートですね。気持ちを切り替え、目標を設定し新たなことにチャレンジ

してみてはどうでしょうか？自分だけで考えていても行動に移せないこともあるので、家族や

友人に宣言して始めるのもいいと思います！

『私は健康のために運動を始めます！。。。春になったら。。。』( ´∀｀ )

しつけ



１．使う言葉を変えてみる 「自分には才能がない」 「どうせ無理だ」 と考えると、やる気を失ってしまいます。下の言葉を

使っていると気づいたら、言い換えてみましょう。

２．恐れや不安は 挑戦を前に不安や恐れを感じてるのは、あなたにとって大切なこと、価値があることだからです。

　　　　　誰にでもある 不安や恐れを「自然な気持ち」と認めて、受け入れてあげましょう。

３．努力を認める 結果を気にし過ぎると、不安や恐れが大きくなります。そんな時は、自分の努力を認めてあげ

ましょう。

4．小さな目標を立てる 大きな挑戦をする時、最終ゴールだけでなく、少し頑張れば達成できる小さな目標も立てると、

やる気が出やすくなります。

成長マインドセットに切り替えるには、

説明した方法を繰り返し実践することが

大切です。結果が出ることを信じて、焦

らず、少しずつ前に進んでいきましょう。

新しい年 を してみたいけれど・・・♪

学校保健ニュース高校版「心のドクターシリーズ 292」より

「今年はこれをやりたい」と思うけど、「でも・・・」とためらってしまう。

つい 「できそうもない」 「失敗したらどうしよう」 と考えてしまうのは、なぜなんだろう？

取材・参考図書：キャロル・S・ドゥエッグ「マインドセット【やればできる！】の研究」草思社
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成長マインドセットをもてると、新たな挑戦に前向きになり、たとえ失敗しても成長のチャンスと捉えられる

ようになります。そのためには、どうすればよいでしょう？
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失敗は、次のステップに進むために必要なことを学ぶチャンスです。

そのために、次の３つの質問を自分に投げかけてみましょう。

焦らず に

進んで いこう！


